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平成 29年度 第１回・第２回 門真市子ども・子育て会議 就学前教育・保育部会に係る審議経過について 

 

＜平成 29年度第１回＞ 

◆ 日 時：平成 29年８月９日（水） 午後２時 00分～午後２時 50分 

◆ 議 題：１．門真市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

      ２．その他 

◆ 主な審議内容 

議題 内容 委員からの主な意見 部会での審議結果 

【議題１】 

門真市子ども・子育て

支援事業計画の中間

見直しについて 

・平成 27年 3月に策定した「門真市子ども・子育

て支援事業計画」が、29年度に中間見直しの年を

迎えることから、国の計画の見直しの考え方に従

い見直しの必要性について検討を行う必要がある

旨説明。第 1回部会については、教育・保育の見

込み及び確保方策の見直しについて審議いただい

た。 

・国の計画の見直しの考え方において、計画の見込

みと実績値の間に 10%以上のかい離がある場合、

見直しが必要であるとされており、本市の計画と

実績値においても、かい離が生じていることから、

見直しを行う旨説明。 

・新制度開始以降の 27年度から 29年度の児童数

や利用実績、そしてそれらを元に作成した平成 30

年、31年度の計画見直し案を提示。 

・０歳の児童人口のみが増加傾向にある中で、

単に０歳の定員を増やすのでなく、例えば０

歳の子どもを家で保育できるよう直接補助金

を出す等、０歳だけを対象とした施策を検討

する価値はあるのではないか。 

・1号と 2号で費用に差がない場合、2号での

利用希望が増え、さらなる待機につながって

しまいかねないため、利用の仕方によっては1

号の方が安くなるよう、保育料の適正化を行

っておくべきである。 

・保育料の無償化により、本来預ける必要がな

かった方も無償で預けられるなら預けて働き

たいというように、保育の外注化のような傾

向が出来てしまう可能性がある。 

・将来的に再度、小規模保育事業所を増やす場

合には、その前に、クラスの人数の調整や部

・事務局案で進めることに

対して合意を得た。 
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屋のレイアウト変更等による受け入れ拡大が

可能か、既存の事業者へ確認をしてほしい。 

 

 

＜平成 29年度第２回＞ 

◆ 日 時：平成 29年９月 25日（月） 午後２時 00分～午後３時 00分 

◆ 議 題：１．門真市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しについて 

      ２．その他 

◆ 主な審議内容 

議題 内容 委員からの主な意見 部会での審議結果 

【議題１】 

門真市子ども・子育て

支援事業計画の中間

見直しについて 

・国の計画の見直しの考え方により、第 1回部会で

の、教育・保育の量の見込み及び確保方策の見直

しと同様、地域子ども・子育て支援事業に係る量

の見込み及び確保方策についても、利用実績に合

わせ見直しが必要である旨、説明。 

・計画に記載している 11 の事業ごとに、27 年、

28 年度の利用実績及び 29 年度の利用見込み提

示し、計画とかい離があった、「地域子育て支援拠

点事業」、「乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤

ちゃん訪問事業）」、「時間外保育事業（延長保育事

業）」、「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラ

ブ）」の全４事業について、見直しを実施すること

とし、それぞれの利用実績値等から作成した見直

し案を提示。 

・時間外保育や一時預かりについて、待機児童

解消としては大きな意味があるが、長時間に

渡り子どもを預かる場合、愛着形成や気持ち

の安定性に影響が出る可能性もあるため、保

護者と過ごす時間も大切にした方が良いとい

う考えも踏まえて対応を進めてほしい。 

・保育の質が落ちてしまうと、安定した愛着関

係を築くことができないため、量の確保をし

ながらも、常に質の確保について考えていか

なければならない。 

・妊婦健康診査に関連して、子どもの健診の際

等に、母親を対象とした簡単な健康診断を行

う等、出産後の母親に対するケアがあると良

いのではないか。 

・事務局案で進めることに

対して合意を得た。 
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・無償化よりも保育の質の確保を大切にしてほ

しい。 

・保育料の無償化により、本来預ける必要の無

い方でも預けて働こうとする人が増えるので

はないか。 

 

 


